
　変量についてのデータの値が，個の値  ，  ，……，  であるとする。１
ただし，  ，  ，……，  はかのいずれかである。次の問いに答えよ。

　  ，  ，……，  のうち，の個数が個，の個数が個であるとする。

　このとき，このデータの平均値 および分散  を求めよ。

　  ，  ，……，  のうち，の個数が個，の個数が  個である

　とする。このとき，このデータの平均値 および分散  をを用いて表せ。

　  ，  ，……，  の分散  のとりうる値の最大値と最小値を求めよ。

　直線は原点を通り傾きが正であるとする。また，放物線は原点を頂点に２
もち下に凸であるとする。直線と放物線の交点のうち，第象限にある点

をとする。次の問いに答えよ。

　直線の傾きがであり，放物線の方程式が  であるとき，

　点の座標を求めよ。

　放物線の方程式が
 であり，点が単位円の周上にあるとき，

　直線の傾きを求めよ。

　直線と放物線で囲まれる部分の面積をとする。点が単位円の周上

　にあるとき，面積のとりうる値の範囲を求めよ。

　次の問いに答えよ。３
　不等式 を解け。

　つの集合，を

　　　　　　　 ｜は  を満たす実数 ，

　　　　　　　 ｜は を満たす実数

　とする。このとき，共通部分を求めよ。

　は正の定数とする。つの集合，を

　　　　　　　｜は
  を満たす実数 ，

　　　　　　　｜は    を満たす実数

　とする。であるとき，のとりうる値の範囲を求めよ。

　平行四辺形を底面とする四角錐において，辺の中点を，４

線分をに内分する点をとし，点を辺上にとる。，

，とするとき，次の問いに答えよ。

　を，，を用いて表せ。

　を，，を用いて表せ。

　線分と線分が交わるとき，をを用いて表せ。
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　放物線  を  とする。また，とは実数とし，放物線
 を軸５

方向に，軸方向にだけ平行移動した放物線を  とする。次の問いに答え

よ。

　  の方程式を求めよ。

　  と  が異なる点を共有するような，の条件を求めよ。

　  と  が異なる点を共有するとき，  と  で囲まれた部分の面積が




　となるような，の条件を求めよ。

　，がの条件を満たすとき，  と  のつの共有点の中点の軌跡

　を求めよ。
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